
     

     

     

      

 

 

 

Team Wakayama Newｓ 【第30号①：平成28年10月6日発行】

■ 希望郷いわて国体トピックス

フェンシング競技・テニス競技

３連覇!!

入賞おめでとうございます!!

●バレーボール競技

成年男子 和歌山県選抜チーム ５位（17.5点）

●ライフル射撃競技

少年女子 BRS４０S 町田 莉子（和歌山商業高等学校２年生） ３位（６点）

成年女子 １０mP４０W 仲 友美（社会福祉法人特別養護老人ホーム第二親和園）２位（７点）

●なぎなた競技

成年女子 試合 塚本 紀衣（初芝橋本高等学校（職））

山本 千代（和歌山県教育庁）

山内 綾 （貴志川中学校（職）） １位（24点）

●相撲競技

成年男子 団体戦 冨田 有輝（和歌山県庁）

冨田 元輝（和歌山県庁）

森本 太良（和歌山県庁） ５位（7.5点）

●セーリング競技

成年男子 ４７０級 市野 直毅（和歌山セーリングクラブ）

長谷川 孝（横浜ゴムMBジャパン株式会社） ３位（18点）

成年男子 国体ウインドサーフィン級 尾川 潤（株式会社島精機製作所） ３位（６点）

成年女子 国体ウインドサーフィン級 小島 真理子（和歌山県教育庁） ８位（１点）

成年女子 レーザーラジアル級 多田 桃子（株式会社島精機製作所） １位（８点）

少年女子 レーザーラジアル級 赤松 里彩（桐蔭高等学校２年生） ２位（７点）

●テニス競技

成年男子 団体 長尾 克己（紀洋石油株式会社）

奥 大賢（紀洋石油株式会社） １位（24点）

●フェンシング競技

少年男子 フルーレ 松村 侑馬（和歌山北高等学校３年生）

田中 啓暉（向陽高等学校２年生）

井神 俊兵（和歌山北高等学校１年） ３位（18点）

少年女子 フルーレ 東 莉央（和歌山北高等学校３年生）

東 晟良（和歌山北高等学校２年生）

福塚 世帆（和歌山北高等学校１年生） １位（24点）

●卓球競技

成年男子 団体 濱川 明史（日鉄住金物流株式会社）

松下 海輝（日鉄住金物流株式会社）

藤本 海統（日鉄住金物流株式会社） ３位（16.5点）

フェンシング競技団体戦少年女子・テニス競技団体戦成年男子が共に１位となり、３年連続となる偉業を

達成しました。また、なぎなた競技（試合）成年女子でも２連覇をを果たしました。その他の競技においても、

セーリング競技成年女子レーザーラジアル級で多田桃子選手の１位をはじめ、バレーボール競技成年男子

が５位、卓球競技成年男子が３位、ライフル射撃競技成年少年女子など上位入賞する健闘を果たしました。

これから競技が始まる選手の皆さんも、自信を持って試合に臨んでください。頑張ろう! チーム和歌山!!



○西尾太作監督（バレーボール競技：成年男子）

まとまっての練習時間も少ないなか、県外の若い大学生と、和歌山在住のベテランの選手

が力を合わせ、近畿ブロックから勝ち上がり岩手国体で入賞することができ嬉しく思っていま

す。来年はさらに上を目指して頑張りたいと思います。あたたかいご声援本当にありがとうご

ざいました。

○忠岡一也監督（ライフル射撃競技：少年女子）

○町田莉子選手（ライフル射撃：少年女子）

1発毎に結果をアナウンスされるなど、試合方法がかわるファイナルでは、今までよい成績を

おさめられていませんでしたが、今日は3位入賞できてよかったです。来年も、ファイナルに

残れるように頑張ります。

○仲友美選手（ライフル射撃：成年女子）

昨年は、選考漏れして悔しい思いをしたので今年こそはと気合いを入れてきました。結果を

出せて本当に良かったです。

○貴志香寿監督（なぎなた競技：成年女子）

きのくに和歌山国体が終わり、岩手国体に向けて、選手達は気を抜くことなく「最後はハー

ト」を合言葉に前向きに努力してきました。またご指導下さった先生方やサポートのお陰で結

果を残す事が出来嬉しく思っております。今後とも精進して参りますので、ご支援頂きますよ

う宜しくお願いします。

○山本千代選手（なぎなた競技：成年女子）

試合競技で二連覇することができ嬉しいです。支えて下さった方々のおかげだと感謝してい

ます。また、来年の愛媛国体に向け、一層力をつけて頑張ります。

○塚本紀衣選手（なぎなた競技：成年女子）

私は、先鋒として出場しましたが、中堅、大将と先輩が控えてくれていると思うと思いきって

試合に臨む事ができました。また来年に向けて一層精進したいと思います。

○山内綾選手（なぎなた競技：成年女子）

和歌山国体に続き、試合競技で優勝することができ、本当に嬉しいです。たくさんの方々に

支えられ、集中して思いきり試合ができました。本当にありがとうございました。また、次に向

けて頑張りたいと思います。

○市野直毅選手（セーリング競技：成年男子）

苦しい戦いでしたが三位入賞できてうれしいです。もつとレベルを上げていきます。

○長谷川孝選手（セーリング競技：成年男子）
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選手・監督からのコメント

●ソフトテニス競技

少年女子 団体 貝瀬 ほのか（和歌山信愛高等学校３年生）

古田 麻友（和歌山信愛高等学校３年生）

下江 遥花（和歌山信愛高等学校２年生）

柘植 宥美（和歌山信愛高等学校３年生）

松井 玲奈（和歌山信愛高等学校１年生） ５位（20点）

※１０月６日（木）17:00までの入賞者



苦しいレースとなりましたが、チームに盛り上げていただき、なんとか入賞できました。
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選手・監督からのコメント

○中村和哉監督（セーリング競技：成年男女）

宮古の風に苦しめられた４日間でした。チーム全員で毎日ミーティングし対策をし、力は出

し切れたと思います。震災から５年、国体開催には想像以上のご苦労があったのではない

かと思いますが、宮古市の皆様の心のこもったおもてなしのお蔭で結果が出せたと思いま

す。

○尾川潤選手（セーリング競技：成年男子）

風向、風速ともに変化の大きい海面でのレースとなり、安定して前を走るのが難しかったで

す。最終日まで入賞するかしないかわからない接戦の中、最後まで集中力を切らさずに戦

えたことが、３位という結果につながったと思います。

○小島真理子選手（セーリング競技：成年女子）

苦しい戦いでしたが最後まであきらめずに頑張って８位に入賞することができました。岩手

の風は難しかったです。あー入賞できてよかった。

○多田桃子選手（セーリング競技：成年女子）

岩手の難しい風の中、すべてのレースが良い内容で走れました。２連覇できてうれしいです。

○ 髙橋航監督（セーリング競技：少年男女）

少年女子レーザーラジアルが２位入賞できて良かったです。残念ながら男子チームが振る

わなかったこと、４２０女子が９位であったことが非常に残念で、悔しさ満載です。国体は特

殊な闘いになるので、準備に甘さがあったのだと思います。年齢が若いチームなので今回

で分かった不十分な点を詰めていき、最強チーム復活を目指したいと思います。今後ともご

声援、ご指導をどうぞよろしくお願いします。

○赤松里彩選手（セーリング競技：少年女子）

一年間の練習のせいかを出せてよかったです。悔しい点もありますが、それを次に生かし

ていきたいと思います。

○浅田晃秀監督（相撲競技：成年男子）

５位入賞し何とか点数は獲得できましたが、納得できる順位ではありませんでした。また来

年の愛媛国体に向けて頑張ります。

○後藤真徳監督（フェンシング競技：少年男子）

結果として第３位になることができ満足しています。ベスト４以上で強敵相手に１つ勝つことができて良

かったです。団結力のあるチームで最後まで諦めず戦うことができました。

○松村侑馬選手（フェンシング競技：少年男子）

去年のわかやま国体で期待に応えられませんでしたが、岩手国体で目標であったベスト４に入ること

ができて嬉しいです。プレッシャーもありましたが、前日の成年選手の活躍を見て勢いがつきました。

○井神俊兵選手（フェンシング競技：少年男子）

このチームで３位になれて嬉しいです。来年はもう１つ上に行けるように頑張ります。

○田中啓暉選手（フェンシング競技：少年男子）

普段ライバルとして戦っている選手とチームを組むことで、お互いの強さも知っていますし、その安心感

から自分のプレーに集中することができました。いいチームで試合ができて幸せです。

○西口治伸監督（フェンシング競技：少年女子）

ホッとしてます。２連覇してる中で東姉妹を擁して優勝することが使命でした。ただ、３番手の福塚選手

に回った時に勝ち負けではなく自分がやってきたことを信じてやればいい結果が生まれると信じて送り

出しました。3選手全員が頑張ってくれました。

○東莉央選手（フェンシング競技：少年女子）

自分が優勝を決めたいと思い決勝戦に臨みましたが負けてしまいとても悔しいです。結果は優勝です

が自分は負けてしまったので素直に喜べません。ただチームとして優勝できたことは嬉しいです。

○東晟良選手（フェンシング競技：少年女子）

目標だった３連覇ができて嬉しいです。個人的にも全勝できて良かったです。国体の５本勝負でも緊張

せずに戦えたことが良かったです。来年も４連覇できるように頑張ります。

○福塚世帆選手（フェンシング競技：少年女子）

強い先輩とチームを組んでいるので出番は少ないと思っていましたが、決勝戦で出番が回ってきて緊

張し何も考えれませんでした。ただ、先輩やコーチのアドバイスがあり集中することができました。初め

ての国体で優勝できて嬉しいです。


